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オオヒカゲミズ　Parietaria pensylvanica Muhl. ex Willd.
カベイラクサ　Parietaria judaica L.　
イラクサ科ヒカゲミズ属

■分布
　世界ではヒカゲミズ属の約 10 種が雑草とされる（Randall 
2002）。そのうち，ゴウシュウヒカゲミズ P. debilis G.Forst.（第
56巻1号参照），カベイラクサ，オオヒカゲミズが帰化している（米
倉・梶田 2007）。帰化種は関東以西で知られており，カベイラク
サ，オオヒカゲミズは近畿地方の市街地で，オオヒカゲミズは大
阪府大阪市内の農地での発生例がある。

■形態と見分けるポイント（図参照）
　オオヒカゲミズはやや軟弱な一年生草本で，全体が黄緑色で，
茎や葉柄には軟毛が散生し，赤味を帯びることもある。葉身は全
縁の細い卵形で，長さ1.5～6cm，幅0.5～2cmとなり，先は鈍頭，
葉柄は長さ 1 ～ 3cm になる。小さな苞葉のある頭状花序を葉腋
につける。苞葉は他の帰化２種より長く，花序より出ることで容
易に見分けられるが，開花時には苞葉が伸びておらず，次のカベ
イラクサと誤同定されやすい。
　カベイラクサはやや軟弱な多年生草本で，茎や葉柄には軟毛が
やや密で，赤味を帯びることが多い。葉身は全縁のやや卵形で，
先は鈍頭，表面は濃緑色で光沢があり，長さ 1.5 ～ 4cm，幅 0.5
～ 2cm となる。葉柄は長さ 1 ～ 3cm になる。小さな苞葉のある
頭状花序を葉腋につける。

■雑草としての情報
　オオヒカゲミズは北アメリカ原産で，1987 年に神奈川横浜市
の埠頭で採集されたが，その後の報告はなく一時帰化と考えられ
た（大西 2018）。しかし，大阪府では，2015 年ごろ，大阪市や
寝屋川市で見つかり，その後大阪市大正区，港区では，公園内や
校庭，路傍などに普通に見られる場所が急増し（大阪市立港晴小
学校 2018 ほか），新御堂筋沿いのグリーンベルト内（大阪市淀
川区）にも見られる。その附近の畑地にも発生し，2019 年には
防除のためか消失した（森田弘彦　私信）。急速な分布拡大には
人や車の移動に加え，アリによる種子散布も関与していると考え
られる。
　カベイラクサは地中海沿岸地方原産で，1987 年に神奈川県横
浜市で見出され，現在横浜市内での採集例が数ヶ所になっている
ことから日本に定着する可能性がある（大西 2018）。近畿地方で
は，1996 年に兵庫県神戸市のコンテナヤード附近の植え込み内
で発見され，現在では阪神高速 3 号神戸線の高架下では純群落を
形成している。また，大阪府藤井寺市の路傍でも数個体見つかっ
ている。現在のところ，農地への侵入は見ておらないが，海外で
は農地の雑草とされており（Randall 2002，Holm et al. 1979），
わが国でも農耕地への侵入に注意を払う必要がある。海外では，
カベイラクサは石垣やコンクリート壁の隙間を好んで生育してい
る。わが国においてもこのような高い位置での生育が増えてくる
と，カベイラクサが新たな花粉アレルギー原因植物となる可能性
がある。原産地ではカベイラクサの花粉は主要なアレルギー源
とされ（Fotiou et al. 2011），本種が帰化したオーストラリアで
も花粉アレルギーの原因になるとされている（Auld and Medd 
1987; Richardson et al. 2016）。
　両種とも，これまでわが国での除草剤適用試験は行われていな
いが，海外では，カベイラクサに対してグリホサートの有効性が
認められている（NSW Dpartment of Indudtry ほか）。
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オオヒカゲミズとカベイラクサ

こんな雑草　こんな問題

図　市街地に繁茂するヒカゲミズ属の帰化植物，
A: オオヒカゲミズ（1：都市農地の縁で群生，大阪府大阪市，2：花序
を着けた枝，大阪市，3：苞葉の短い開花初期の花序，大阪市）と
B：カベイラクサ（1：高架下で群生，兵庫県神戸市，2：花序を着けた枝，
箕面市栽培品）	
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市街地に分布を広げる

徳丸：樹冠を覆う特定外来生物ツルヒヨドリ　11

Mikania micrantha　キク科 ミカニア属
　ツルヒヨドリは，南北アメリカの熱帯地域を原産とするつる性
植物であり，日本では 1984 年に沖縄県うるま市の天願川河口付
近で発見され，その後，沖縄島中部を中心に北部や南部，先島諸
島にも分布域を拡大させており，今後もさらなる分布の拡大が懸
念される。なお，本種の外来種としての指定状況は，特定外来生
物，沖縄県対策外来種の重点対策種，世界の侵略的外来種ワース
ト 100，となっている。

■分布
　南北アメリカの熱帯地域が原産。現在では，南太平洋や東南ア
ジアの多くの国で分布が報告されている。日本においては，奄美
大島，沖縄島，石垣島，西表島及び与那国島で分布が確認されて
いる。沖縄県内においては，林縁，河川及び湿地に多くみられ，
耕作地への侵入も確認されている。

■形態
　 つ る 性 の 多 年 生 草 本 で， 葉 の 長 さ は 4 ～ 13cm， 幅 5 ～
10cm，対生である。葉形は，ほこ形～心形，鋸歯縁，葉の表面
に光沢がある。比較的に同定は容易ではあるが，見分け方につい
ては，環境省のパンフレットを参照されたい。

■生態的特性及び被害
　本種は，「Mile-a-minute weed」（1 分で 1 マイル広がる雑草）
とも呼ばれるほど旺盛に生長し，風散布による高い繁殖力を持つ。
沖縄島では，秋季（11 月頃）に開花し，冬季（12 ～ 1 月頃）に
結実する。
　本種が及ぼす影響としては，旺盛な生長により樹冠の上を這う
ように覆うことから，在来植物やサトウキビ等の粗放的管理下に
ある作物を被圧することによる被害が生じると考えられる。南太
平洋や東南アジア地域においては，ココナッツ，コーヒー，アブ
ラヤシ及びゴムの耕作地に繁茂し，大きな被害を与えている。

■防除に関連する情報
　沖縄県内において防除が進められている地域は，世界自然遺産
登録地である大宜味村に位置する田嘉里川とその周辺，竹富町に
位置する西表島である。また，名護市は，ツルヒヨドリ防除実施
計画を策定し，行政と市民が一体となった防除体制の構築を進め
ている。防除手法としては，人の手による抜き取り，グリホサー
ト系薬剤の葉面散布や葉面塗布が実施されている。しかし，旺盛

な生長と高い繁殖力を有するツルヒヨドリが分布拡大した際に，
抜き取り等の物理的駆除は大きな作業量を要する。また，これま
での駆除に係る情報を勘案すると，グリホサート系薬剤の葉面散
布や葉面塗布は効果が高くない可能性があることから，グリホ
サート以外の薬剤についても効果検証を行い，効率的な防除手法
を確立する必要があると考える。海外では化学的防除として，グ
リホサートに加え，トリクロピルや 2.4-D 等の薬剤が使用されて
いたり，生物的防除としてさび病菌によりツルヒヨドリの生長を
抑制する取組が実施されている。
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図 -1　樹冠を覆うように広がるツルヒヨドリ
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図 -2　ツルヒヨドリの種子


